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森
田
地
区
は
現
在
居
住
人
口
増
加
地
区

に
な
っ
て
、
小
学
校
は
福
井
県
１
位
の
生

徒
数
に
な
り
、
ま
も
な
く
２
校
化
さ
れ
ま

す
。
森
田
中
学
校
が
「
九
頭
竜
中
学
校
」
と

し
て
移
動
新
築
さ
れ
、
中
学
校
跡
が
「
森

田
東
小
学
校
」
と
し
て
誕
生
し
ま
す
。
高

齢
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
住
ん
で
い

る
高
齢
者
に
加
え
て
、
転
入
さ
れ
て
く
る

方
が
親
と
同
居
さ
れ
る
家
庭
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

地
区
社
協
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
福
祉
委
員
、
保
健
衛
生
推
進
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
さ
ざ
な
み
会
員
４

団
体
の
協
力
を
得
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

敬
老
会
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
76
歳
以
上
の
方
へ
の
訪
問
、
出
席
の
ご

意
向
を
伺
い
、
当
日
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
福
祉
委
員
に
加
え
、
一
昨
年
か
ら

は
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
は
、
ふ
れ
あ
い
健
康
フ
ァ
ミ
リ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
し
て
い
ま
し
た

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

　
通
じ
る
ふ
れ
あ
い
福
祉
」

が
、
今
年
度
は
４
月
に
九
頭
竜
川
河
川
緑

地
で
高
齢
者
と
の
触
れ
合
い
を
深
め
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
開

催
し
ま
し
た
。
森
田
中
学
１
年
生
や
医
療

関
係
者
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
方
々
の
協
力

に
よ
り
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
新
し
い
取
り

組
み
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
社
協
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
、
高
齢
者

と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
増
や
し
て
い
き

な
が
ら
「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

森
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

三
澤　

高
信

パ
ネ
ル
・
専
門
委
員
に
よ
る
健
康
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
日
交
流
会
」
に
は
多
く
の

参
加
者
が
あ
り
、
温
泉
施
設
に
出
向
い

て
、
入
浴
や
昼
食
を
囲
み
な
が
ら
日
頃
の

身
体
や
心
を
癒
し
楽
し
い
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
文
殊
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
参
加

者
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
年
齢
制

限
な
く
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

な
内
容
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ

ど
も
た
ち
に
も
福
祉
活
動
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
自
治
会
連
合
会
・
各
種
団
体

な
ど
と
力
を
合
わ
せ
、
元
気
で
明
る
い
充

実
し
た
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

文
殊
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

乗
川　

重
一

地
区
社
協
の
活
動
と
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す

地
区
社
協
の
活
動
と
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す

第21回

　

文
殊
地
区
は
福
井
市
の
南
部
に
位
置

し
、
県
内
有
数
の
登
山
者
が
多
い
文
殊
山

を
仰
ぎ
見
る
田
園
風
景
の
広
が
る
自
然
豊

か
な
地
区
で
す
。
奈
良
時
代
の
地
図
に
も

あ
る
東
大
寺
荘
園
の
「
糞
置
荘
」、
泰
澄

が
文
殊
山
を
開
く
と
き
井
戸
を
く
ま
れ
文

殊
菩
薩
を
祀
る
こ
と
を
お
告
げ
さ
れ
た
と

い
う
「
文
殊
井
笥
」、
平
安
中
期
以
降
に

つ
く
ら
れ
た
国
の
重
要
文
化
財
「
十
一
面

観
音
立
像
」
な
ど
の
歴
史
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

地
区
社
協
で
は
、
自
治
会
及
び
公
民
館

で
の
デ
イ
ホ
ー
ム
（
文
殊
い
き
い
き
サ
ロ

ン
）
を
始
め
、
福
祉
委
員
に
よ
る
安
否
確

認
を
兼
ね
て
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
よ
る
月
１
回
の
見
守

り
、
年
末
は
絵
手
紙
を
発
送
し
、
年
明
け

に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
訪
問
し
声

か
け
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
が
一
堂
に
集
ま
る
事
業
と
し

て
「
敬
老
会
＆
福
祉
ま
つ
り
」
を
児
童
の

和
太
鼓
演
奏
、
児
童
館
の
こ
ど
も
た
ち
の

ダ
ン
ス
、
福
井
南
高
校
の
生
徒
に
よ
る
健

康
体
操
、
抽
選
会
、
作
品
の
展
示
・
活
動

第21回

　
「
充
実
し
た
福
祉
活
動
で

　
　
　
住
み
た
く
な
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

ふれあい健康ファミリー
　ウォーキング大会の様子

絵手紙作成の様子

森
田
地
区

文
殊
地
区


